
ちょうしんき 第 54号（ 1）

平成28年8月12日
〈発　行〉市立島田市民病院　
　　　　事業管理者
　　　　　　　服部　隆一
〈編　集〉広 報 委 員 会

第５４号

　

新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
装
置
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
装
置
に
比
べ
、
検
査
時
間
が
短
く
な
り
、
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
負
担

が
軽
く
な
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
と
い
く
つ
か
の
検
査
が
行
わ

れ
、
そ
の
う
ち
の
一つ
に
「
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
」
が
あ
り

ま
す
。
任
意
検
査
で
す
が
、
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
が
こ
の
検
査
を
受
け
て

退
院
し
て
い
き
ま
す
。
検
査
方
法
と
し
て
は
、
お
な
か
い
っ
ぱ
い
ミ
ル
ク
を

飲
ん
で
寝
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
の
耳
に
イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
通
し
て
や

わ
ら
か
い
音
を
聞
か
せ
、
そ
の
音
に
対
す
る
反
応
を
み
て
判
定
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
つ
き
聞
こ
え
に
障
害
を
も
つ
赤
ち
ゃ
ん
は
１
０
０
０
人
に
１
～

２
人
く
ら
い
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
聞
こ
え
の
障
害
に
気
づ
か
な
い
場

合
、
耳
か
ら
の
情
報
に
制
約
が
で
き
て
し
ま
う
た
め
、
言
葉
の
発
達
が

遅
れ
た
り
、
友
達
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
取
れ
な
か
っ
た
り

し
、
社
会
性
や
情
緒
の
発
達
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
し
か
し
、
訓

練
す
る
こ
と
に
よ
り
自
分
の
思
い
を
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
集
中
力
・
注
意

力
な
ど
の
発
達
の
遅
れ
も
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
関

連
学
会
で
も
早
期
発
見
・
早
期

療
育
開
始
が
提
唱
さ
れ
て
お
り

（
生
後
６
ヵ
月
ま
で
に
訓
練
を

開
始
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）、

聞
こ
え
の
障
害
を
見
逃
さ
な
い

こ
と
は
、
子
供
の
成
長
に
大
き

く
影
響
す
る
と
言
え
ま
す
。

　

新
し
い
装
置
に
は
、
現
在
行
っ

て
い
る
Ｏ
Ａ
Ｅ
（
誘
発
耳
音
響

新
医
療
機
器
の
ご
紹
介

臨
床
検
査
室

『
多
機
能
新
生
児
聴
覚

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
装
置
』

放
射
）
方
式
に
加
え
、

さ
ら
に
精
度
が
高
い
Ａ

Ａ
Ｂ
Ｒ
（
自
動
聴
性
脳

幹
反
応
）
方
式
機
能

も
搭
載
さ
れ
て
お
り
、

今
後
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｒ
方
式
に

移
行
し
て
い
く
予
定
で

す
。

試
験
日
：
平
成
28
年
９
月
18
日

募
集
職
種
：
診
療
放
射
線
技
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
理
学
療
法
士
・

　
　
　
　
　

作
業
療
法
士
・
臨
床
工
学
技
士
・
薬
剤
師

募
集
期
間
：
８
月
25
日
ま
で

試
験
日
：
平
成
28
年
10
月
16
日

募
集
職
種
：
病
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
務

募
集
期
間
：
9
月
1
日
か
ら
9
月
21
日
ま
で

職
員
募
集

技
術
職

❶詳
し
く
は

当
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
員
募
集

事
務
職

❷
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整
形
外
科　

中
山
　
威
知
郎

腰
痛
の
は
な
し
❶　

腰
痛
症

　

腰
痛
は
皆
さ
ん
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人

に
生
ま
れ
た
ら
一
生
の
う
ち
で
必
ず
経
験
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
今
腰
痛
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
将

来
必
ず
経
験
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
ひ
と
ご
と
で
は
な
い

話
で
す
。

　

さ
あ
、
今
日
は
ど
ん
な
患
者
さ
ん
が
来
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
58
歳
女
性
の
患
者
さ
ん
で
す
。
腰
痛
が
あ
る
よ
う
で

す
ね
。
高
血
圧
で
薬
を
飲
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

医
師　

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
は
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。

患
者　

最
近
腰
が
痛
く
て
、接
骨
医
に
行
っ
た
り
、マ
ッ
サ
ー

ジ
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
も
良
く
な
ら
な
い
ん
で

す
。

医
師　

ど
ん
な
と
き
に
痛
く
な
る
の
で
す
か
。

患
者　

前
か
が
み
に
な
る
と
き
と
、
寝
返
り
も
痛
い
で
す
。

朝
起
き
た
と
き
腰
が
伸
び
な
く
て
肘
を
つ
い
て
顔

を
洗
っ
て
い
ま
す
。

医
師　

歩
く
こ
と
に
支
障
は
な
い
で
す
か
。

足
に
し
び
れ
が
あ
り
ま
す
か
。

患
者　

歩
い
ち
ゃ
え
ば
問
題
な
い
ん
で
す
。
少
し
ず
つ
良
く

な
り
ま
す
。
し
び
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
師　

で
は
診
察
し
ま
す
の
で
診
察
台
に
あ
が
っ
て
く
だ
さ

い
。
診
察
上
は
足
の
触
っ
た
感
じ
は
左
右
差
あ
り

ま
せ
ん
。
痛
み
は
腰
と
お
尻
の
上
の
部
分
に
あ
り

ま
す
。
足
の
力
も
充
分
に
あ
り
ま
す
。

医
師　

分
り
ま
し
た
。
で
は
ま
ず
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
と
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は
軽
度
の
椎
間
の

狭
小
化
、
椎
体
に
骨
棘
形
成
が
あ
り
ま
す
が
、
滑

り
や
変
性
側
弯
症
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
師　

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は
少
し
年
齢
の
変
化
が
あ
る
程
度
で

す
ね
。

患
者　

ヘ
ル
ニ
ア
は
な
い
で
す
か
。
以
前
ヘ
ル
ニ
ア
が
あ
る

と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
。

医
師　

ヘ
ル
ニ
ア
は
年
齢
的
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
レ
ン

ト
ゲ
ン
で
は
分
り
ま
せ
ん
。
椎
間
板
は
年
齢
で
傷

ん
で
き
ま
す
の
で
ヘ
ル
ニ
ア
は
あ
る
は
ず
で
す
が

M
R
I
で
な
い
と
分
り
ま
せ
ん
。
今
の
症
状
は
ヘ

ル
ニ
ア
か
ら
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
足
の
し

び
れ
も
な
い
し
、
足
も
あ
が
り
ま
す
。

患
者　

じ
ゃ
あ
な
ん
で
こ
ん
な
に
痛
む
の
で
し
ょ
う
。

医
師　

症
状
は
腰
と
上
殿
神
経
痛
で
す
。
腰
の
筋
肉
と
そ
の

周
囲
の
問
題
で
す
。
腰
の
筋
肉
の
支
え
が
弱
く
な

る
と
痛
く
な
り
ま
す
。
運
動
不
足
で
す
ね
。

患
者　

運
動
は
仕
事
で
け
っ
こ
う
動
い
て
い
ま
す
が
。

医
師　

筋
肉
は
年
齢
と
と
も
に
低
下
し
て
き
ま
す
。
仕
事
で

同
じ
筋
肉
を
使
っ
て
も
疲
労
し
て
き
て
筋
肉
は
付

き
ま
せ
ん
。
ま
た
年
齢
と
と
も
に
落
ち
て
き
ま
す

の
で
よ
ほ
ど
積
極
的
に
動
い
て
い
な
い
と
落
ち
て

き
ま
す
。
柔
軟
性
も
落
ち
て
怪
我
を
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
と
腹
筋
、
背
筋
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
腰
痛
体
操
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
痛
み
止
め
は
腰
痛
体
操
を
す

る
た
め
の
補
助
と
し
て
処
方
し
ま
す
の
で
薬
で
治

る
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
痛
み
止
め
を
飲
み

な
が
ら
運
動
を
開
始
し
て
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
民
間
療
法
で
も
効
果
は
あ
り
ま
す
が
お

金
が
か
か
る
こ
と
と
、
持
続
し
ま
せ
ん
よ
ね
。
ご

自
分
で
体
操
す
る
こ
と
が
お
金
が
か
か
ら
ず
、
最

も
効
果
的
で
す
。
本
人
の
や
る
気
が
大
事
で
す
。

腰
痛
体
操
を
し
て
余
計
に
痛
く
な
っ
た
と
い
う
人

も
い
ま
す
が
、
乗
り
越
え
て
く
だ
さ
い
。
継
続
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

患
者　

分
り
ま
し
た
。
や
っ
て
み
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
腰
痛
の
患
者
さ
ん
は
多
く
い
ま
す
。
ポ
イ
ン

ト
は
腰
痛
だ
け
な
の
か
腰
痛
と
足
（
下
肢
）
の
痛
み
や
し
び

れ
、
力
が
入
ら
な
い
、
な
ど
の
歩
行
障
害
が
あ
る
か
ど
う
か

で
す
。

　

腰
痛
だ
け
で
な
く
、
歩
い
て
い
る
と
足
が
痛
く
な
っ
て
歩

け
な
い
場
合
は
近
く
の
整
形
外
科
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
康
コ
ラ
ム

腰痛体操については
ちょうしんき第52号をご覧ください。
当院ウェブサイトにも掲載してあります。
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病
院
づ
く
り
は
道
づ
く
り
か
ら

　

そ
の
昔
島
田
の
町
は
、
中
溝
街
道
、
大
津
通
り
、
横
井
道

と
い
う
３
本
の
道
で
区
切
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
土
地
の
大
字

に
は
つ
い
最
近
ま
で
、
大
津
道
上
中
溝
北
・
南
、
横
井
道
上
・

道
下
、
大
津
道
下
な
ど
と
い
う
よ
う
に
道
の
名
前
が
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

大
津
通
り
は
文
字
ど
お
り
大
津
に
向
か
う
大
道
で
す
。

　

市
街
か
ら
大
津
通
り
を
北
に
進
む
と
、市
民
病
院
が
あ
る
、

鵜
田
寺
前
の
交
差
点
に
さ
し
か
か
り
ま
す
。
交
差
点
に
は
信

号
が
あ
り
ま
す
が
、
直
進
す
る
車
と
右
折
車
、
対
向
車
両
と

で
大
変
混
雑
し
ま
す
。
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
緊
急
車
両
も
頻

繁
に
通
り
ま
す
。

　

過
日
、
時
間
帯
の
交
通
量
を
調
査
し
ま
し
た
。
交
差
点
を

野
田
イ
ン
タ
ー
方
面
へ
通
過
す
る
車
両
の
ピ
ー
ク
は
午
前
８

時
台
、
反
対
に
南
（
市
街
）
方
向
に
通
過
す
る
車
両
の
ピ
ー

ク
は
午
前
７
時
台
、
右
折
車
の
ピ
ー
ク
は
午
前
８
時
台
で
し

た
。
察
す
る
に
、
朝
は
バ
イ
パ
ス
を
降
り
た
通
勤
車
両
、
８

時
台
は
商
用
車
、
市
民
病
院
へ
向
か
う
右
折
車
の
ピ
ー
ク
と

い
う
事
で
し
ょ
う
か
。

　

新
病
院
の
建
設
に
伴
い
右
折
レ
ー
ン
を
設
け
て
ほ
し
い
と

い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。
県
道
で
す
の
で
県
に
相
談
し
な

い
と
な
り
ま
せ
ん
し
、
用
地
も
広
げ
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
、
病
院
の
進
入
口
が
こ
の
ま
ま
で
よ
い
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
県
や
市
の
道

路
関
係
課
と
も
相
談
し
、
地
元
の
方
に
も
ご
協
力
を
得
て
、

安
全
な
病
院
の
玄
関
口
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

医
療
安
全
管
理
者　

大
塚
　
清
美

<

医
療
安
全
管
理
体
制>

　

市
立
島
田
市
民
病
院
で
は
医
療
事
故
の
予
防
・
再
発
防
止

対
策
お
よ
び
、
発
生
時
の
適
切
な
対
応
な
ど
の
医
療
安
全
管

理
体
制
を
確
立
し
、
適
切
か
つ
安
全
で
質
の
高
い
医
療
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
18
年
に
医
療
安
全
管
理
室
を
設

置
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
安
全
管
理
室
は
、
組
織
の
部
門
や
職
種
を
超
え
た
立

場
で
、
組
織
全
体
の
医
療
安
全
に
関
わ
る
業
務
を
担
っ
て
い

ま
す
。

<

医
療
安
全
の
日>

　

医
療
安
全
管
理
室
で
は
、
全
職
員
を
対
象
に
年
２
回
の
医

療
安
全
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
医
療
安
全
の
日
」

と
定
め
た
７
月
12
日
の
研
修
会
で
は
、
1
年
間
の
イ
ン
シ
デ

ン
ト
レ
ポ
ー
ト
の
発
生
要
因
な
ど
の
分
析
結
果
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
未
然
に
発
見
で
き
た
０
レ
ベ
ル
レ
ポ
ー
ト
の
提

出
件
数
の
多
い
部
署
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

こ
３
年
間
は
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
再
発
防
止
目
的
で
発
生
事
例

に
基
づ
い
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
事
例
の
振
り
返
り
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

研
修
会
の
参
加
者
は
２
３
０
人
を
超
え
、
会
場
に
入
り
き

ら
な
い
状
況
で
す
。
職
員
の
「
医
療
安
全
の
日
」
へ
の
意
識

の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

<

チ
ー
ム
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｓ
研
修>

　

平
成
27
年
７
月
よ
り
、
チ
ー
ム
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
高
め
る
目
的
で
「
チ
ー
ム
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｓ
研
修
」
を

毎
月
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
研
修
は
全
職
員
対
象
で
、
医

師
６
名
と
そ
の
他
の
職
種
（
部
署
ご
と
に
２
～
３
名
ず
つ
）

を
毎
月
選
出
し
６
グ
ル
ー

プ
で
計
42
名
、
グ
ル
ー
プ

毎
に
「
チ
ー
ム
の
鎖
」
と

い
う
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
や
手
法
を
理
解
す
る

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」

　

地
道
な
研
修
で
す
が
、

こ
の
成
果
は
い
つ
か
大
き

な
力
と
な
っ
て
表
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

コミュニケーションの確実性を
いかに高めるか

チームSTEPPS
・医療の成果と患者の安全を高めるために、
  チームで取り組む戦略と方法

→良好なチームワークを形成して
　医療事故の減少につなげる行動ツール

「
医
療
安
全
管
理
室
に
つ
い
て
」

新
病
院
建
設
通
信
❻

病
院
建
設
推
進
課
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科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

総合診療科
午前･一診 岩嶋 谷尾 岩嶋 谷尾 岩嶋
午前･ニ診 坂本/岩嶋 今井/谷尾 中野/岩嶋 鈴木

（専門外来）
午後 物忘れ

第2・第4
鈴木

※完全予約制です。詳しくは総合診療科に問い合せ下さい。

漢方内科

午前

第1・第3・第5
小野

第2・第4
鈴木

午後 山崎
第1・第3・第5

小野
※初診予約が必要です。

消化器内科

午前・一診
松下 渡邉 金山 石橋 金子午後・一診

午前・ニ診
石橋 森下

金子
渡邉 金山

午後・二診
午後・三診 金子 松下 松下

循環器内科

一診 青山 川人 露木 石田 金森

二診
第1・第3

青山 松岡 近藤 蔦野
近藤

午前・三診
石川

渡邉 服部
不整脈外来

第2・第4
第2・第4

玉嶋
（専門外来）
13：30〜15：00 ペースメーカー 石田  ※初診予約が必要です。

詳しくは循環器科に問い合わせ下さい。

眼　　科

午前・一診 小原 小原 小原 小原 小原
午後・一診 手術 手術 検査 手術 検査
午前・二診 小椋
午後・二診 手術

※受付時間は10:00までです。

耳鼻咽喉科

午前 山原 山河 山河 山河 山河
午後

※月曜日は紹介状と初診予約が必要です。
※火〜金は紹介状不要です。

皮膚科

一診 橋爪 橋爪 橋爪 橋爪 橋爪
二診 影山 影山 影山 影山 影山
三診 兼子 兼子 兼子 兼子 兼子

※診察は午前のみになります。
※午後は手術、病棟業務となります。

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

外　　科
一診 磯野 上村 植田

上村 上村
（手術相談）（術前診察）

二診 篠原 土屋 高本 芦沢 処置・検査

（専門外来） 乳腺 13:30〜14:00 ※初診予約が必要です。
詳しくは外科に問い合わせ下さい。 検査のみ

形成外科
午前・一診 寺井 山田 寺井 寺井 山田
午前・二診 山田

午後 レーザー 手術 手術 レーザー 手術

脳神経外科 一診 山形 金城 浦野 村田
10:00〜

阪口
※受付時間は7:30〜10:00です。

泌尿器科

一診 交替 福澤 福澤 木村 恵
二診 恵 植村 植村

その他 手術 検査、処置、手術 検査、処置、手術 手術 手術
※金曜日は予約の方のみの診察になります。

産婦人科

午前・一診 小松 村上 小松 小松 福地

午後・一診
14:00〜14:30 14:00〜14:30

市検診 市検診
午後・二診

※完全予約制です。

小児科

一診 武藤
新規相談

武藤
専門

武藤武藤 武藤

二診

第1.2
負荷試験

那須
未熟児・専門

黒川
こども※注3
第3.4.5

黒川 黒川
那須

予防接種 交替 交替 交替 交替 交替

乳児検診

4ヶ月・1ヶ月 10ヶ月・1ヶ月

　
第1・第3・第5

武藤
那須

第2第4
黒川

専門外来

喘息 アレルギー内分泌 神経 内分泌 発達
黒川 黒川 武藤 黒川 武藤

心臓 第2
こども金※注3
心臓 第
1.3.4.5
那須

※火･木曜日は予約･紹介状が必要です。
※受付時間は7:30〜10:00です。	

健康管理科 午前
松田

※初診予約が必要です。

島 田 市 民 病 院 医 師 診 療 表

（紹介状がない場合は特定初診料が2,160円かかります）

電話〈０５４７〉３５－２１１１（代）
◆診療各科の受付時間は7:30～11:00です。（一部診療科を除く）

◆（※注1）呼吸器内科：島田市及び川根本町在住の方が対象
◆（※注2）呼吸器外科：島田市及び近隣市町在住の方で手術・検査が必要な疾患の患者が対象

◆（※注3）県立こども病院からの非常勤医師が対応します。
◆都合により変更する場合もありますので、ご了承下さい。

平成28年8月3日現在

紹介状がなくても受診できます。

紹介状と初診予約が必要です。
科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

血液内科 一診
午前 新患のみ

柳田 柳田 柳田
野垣 柳田

糖尿病・
内分泌内科

午前・初診
第１・第３・第５ 坪井 大石 林 岡西

午前・初診
第２・第４ 大石 善當 山崎 岡西

午前・再診 岡西 林 坪井 林 岡西／大石
午後・再診 善當／山崎 小谷 大石

神経内科 午前 濱谷/桝田 近藤

腎臓内科
午前 高 野垣 野垣 野垣 鈴木

午後
野垣

ＣＡＰＤ

呼吸器内科　
呼吸器外科　　　　
※注1・注2　　　　

一診
午前（月2回）

山口 陳 岩嶋 菅沼
非常勤

二診  小林 岩嶋  小林 奥田

三診 呼吸器外科
検診後 　 千葉

四診 菅沼 菅沼 奥田 菅沼
五診 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

科　　別 診療区分 月 火 水 木 金

整形外科

一診 佐伯 澤田 加藤 齋藤 古川
二診 中山 中山 古川 澤田

三診
午前

齋藤 佐伯 加藤 佐伯
貯血

手術 手術
義肢装具 手術 手術

義肢装具 手術

歯科
口腔外科

午前・一診 田中
田中

田中 田中 田中
午後・一診
午前・二診 厚地

厚地
厚地 厚地 厚地

午後・二診
午前・三診 蔡･齋藤
午後・三診

午後 手術 手術 手術 手術
※インプラントと外傷は紹介状は不要ですが、予約が
必要です。詳しくは口腔外科に問い合せ下さい。

心療内科
午前・再診

松田
午後・初診

放射線科
午前 齋藤
午後 齋藤


